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　サイバーテックを創業して数年が
過ぎた2000年代初期、橋元社長は将
来への業容拡大に向けて海外にオフ
ショア拠点を設立することが不可欠
だと考え始めていた。そして注目し
たのが上海だった。橋元社長によれ
ば当時(2002年)のサイバーテックで
はXML(インターネットでデータを扱
う時に使うHTMLの姉妹言語)やオブ
ジェクト指向データベースなど、特
殊なスキルが求められる受託開発を
大手のSIベンダーから請け負って開
発していた。そしてそれら業務に重
要なのが「エンジニアのスキル・人
数・単価」(同)だった。橋元社長は
知人から日本企業向けにオフショア
開発をしている上海の2社を紹介し
てもらった｡「上海でのオフショア開
発をとりまく状況を教えてもらい、
ハイスペックのエンジニアが１人月
25万円という安さで得られることも
聞かされました」(同)。そして上海
でのオフショア委託プロジェクトは
ラボ型開発で始めることにし､「オブ
ジェクト指向を理解している｣「C++
をソースコードレベルで修正するこ
とができる」ことを採用条件にエン
ジニアを紹介してもらい、パイロッ
トプロジェクトを立ち上げた。
　しかし実際にプロジェクトを始め
ると､「コーディングスピードがす

ごく速い人もいましたが、スキルの
ばらつきが大きいことがすぐ分かり
ました。優秀なエンジニアがいたと
思いますが、日本語と中国語が分か
るということはもちろんのこと、両
国の企業文化の差を熟知していなけ
ればならないブリッジマネージャー
が提携先の中国人社長であるためボ
トルネックが発生しました。そこで
日本語と中国語を自由に使えて技術
力もある中国人を採用しようと考え
ましたが、そのような中国人は起業
志向が強く、すでに自分の会社を経
営していましたので、欲しい中国人
エンジニアの採用目途さえたちませ
んでした」と橋元社長。
　そして中国からの完全撤退を決断
した橋元社長だが、オフショア開発
を諦めたわけではなかった｡「中国で
体験した『カントリーリスク』『コ
ミュニケーションリスク』を解消で
き、かつ十分なコストメリットが得
られるのであれば、中国で払った高
い授業料で得たノウハウを活かして
再度トライしたい。しかし新しい評
価軸で、新たな候補地を選んだ先で
オフショア委託にトライするのは今
度が最後」と橋元社長は決意した。

　中国での失敗を踏まえて、サイ
バーテックでは新たな進出先として
「英語によるコミュニケーションが

できる国」であることが必須の進出
条件として東南アジアでのリサーチ
を開始した。一般市民が普通に英語
を使える、香港・シンガポール・
フィリピン・インドに加え、オフ
ショア委託先として注目されつつ
あったベトナム、あと当時ITが盛り
上がっていた韓国も候補として加え
た。各国を視察した結果、距離や時
差、カントリーリスクなどを考慮
し、最終候補地をベトナムかフィリ
ピンに絞った｡「ベトナムのまじめ
な国民性は出かける前から聞いてい
ましたが、現地で観察しても確かに
その通りで日本人の感性とマッチす
るのではないかと感じました。一方
でフィリピンでは人が明るいのは良
いが、なんでも笑って済ませるよう
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な軽い感じで、果たして日本人の感
性に合うのかと心配でした。しかし
物価が安く高い英語力が得られる
フィリピンに進出を決めました」
(同)という。
　フィリピン進出で当初の第１候補
は首都マニラだったが「出かけてみ
るとマニラは想像以上の大都市で中
心部のマカティ地区は高層ビルがそ
びえ、物価水準も高かった。そこで
インフラ面を含めて不安はあるが、
フィリピンで２番目に大きい街であ
る、セブ島への進出を決めました」
(同)という。
　セブで橋元社長は、まずトライ
アルプロジェクトを2社と実施する
ことにした。内容としては、XML
データベース「NeoCore」を活用し
たナレッジ管理システムの開発で、
Javaが分かるエンジニアを採用し､
「NeoCore」を用いた開発で必須の
XMLについては後追いで学習しても
らうことにした。

　2005年にセブで立ち上げの準備
を進め、2006年8月付で拠点を開設
してから10数年が過ぎ、従業員の
育成も進み、安定した拠点運営がな
されている｡「社外秘のノウハウも
多くできました。2018年度実績の
離職率が3％という数字から理解し
てもらえそうですが、各プロジェク
トを安定した品質で運営、提供でき
ている」と橋元社長。しかしセブに
は最近アイルランドに本拠を置く世
界最大のコンサルティング企業であ
るアクセンチュアをはじめ、欧米の
大手ＩＴベンダーが進出しており､
「多額の人材スカウト料を支払って
当社などセブの日系ＩＴ企業が人材
引き抜き先として狙われている」と
橋元社長は警戒している。
　フィリピン中央部に位置するセブ
島はビーチリゾートで有名で治安の
良さでも知られている。人口はマニ
ラに次ぐ約300万でＩＴ(情報技術)
系の学部を持つ大学はセブに10校
あり、そのコンピュータサイエンス
学科から毎年2,200人ほどが卒業し
ている。日本からセブへは年に３万
人以上もが英語習得の語学留学に出
かけており、英語を学んだ後にセブ
での就職先を探したり起業する日本
人も多い。サイバーテックの「セブ 
ITアウトソーシングセンター」で働
く日本人５人(内女性２人)も、全員

がセブでの現地採用者｡「日本
人がコミュニケーターとして日
本の顧客を常時担当することを
当社のセールスポイントにして
います。ですからセブの当社で
働いてくれる日本人の数をもっ
と増やしていきたい」と橋元社
長は考えている。100％日本人
コミュニケーションで、しかも
複数の日本人による品質のダブ
ルチェック可能な体制により、
日本品質の仕事をリーズナブルに提
供しているという。フィリピン人の
エンジニアは約40人で男女比率は
約半々。２グループにわけておりグ
ループリーダーはフィリピン人女
性。社内の共通語は英語｡「日本人
とフィリピン人のバランスを取りな
がら協力体制を深め、スキルの向上
にもつなぎたい」と橋元社長。
　「セブ ITアウトソーシングセン
ター」では(１) Webサイト構築・
リニューアル(２)Webサイトのコン
テンツ移行・CMS導入(３)Webサ
イト運用アウトソーシング・運営
代行(４)DTPデータの修正やWeb展
開(５)動画・音声・画像の修正・加
工・チェック(６)ＤＩＴＡ ＣＭＳ導
入ソリューション(７)属性情報の抽
出～作成・タグ付け(８)データクレ
ンジング・チェック(９)英訳・英語
サポート(１０)オフショア開発・ラ
ボ型開発・運用保守 などを実施し
ている。また、Webから入稿する
だけで多言語のマニュアルやトリセ
ツ(取扱説明書)を作成することがで
きるCMS(コンテンツ管理システム)
「Publish MakerX」を自社開発し
ており、日本国内で販売するととも
に、セブＩＴアウトソーシングセン
ターでは、製品導入支援も実施して
いる。
　日本にいる顧客は「セブ ITアウ
トソーシングセンター」に、日本語
でＥメールやSkype、Backlogなどの
ツールを使って直接指示することが
でき、契約形態は、業務委託契約、
スポット契約、オフショア・ラボ契
約の３種類。１人１カ月が10万円～
といったリーズナブルな価格でサー
ビス提供を行っている。例えば、MS 
WORDの5,000点のファイルを３人体
制で３カ月間かけて「HTML５」に変
換した仕事は125万円で納入したが、
日本国内の同業他社が３人体制で行
えば400万円はとられるという。
　橋元社長はセブでの10数年を振り
返って､「自社製品を有し確固たるノ
ウハウ(＝XML)と、特定分野に強いド

キュメント分野という事業構造を背景
に本社から現地に技術移転やノウハウ
共有で範囲を絞ることが出来た。セブ
進出は正解だった」と断言。

　 セ ブ を 補 完 す る 子 会 社 と し て
2016年2月に合同会社サイバーテッ
ク沖縄(沖縄県名護市豊原224-3 名
護市マルチメディア館1F)を設立し
た。橋元社長の沖縄の友人が進出先
などをアレンジし、現在は３人(内女
性１人)が勤務している｡「フィリピ
ンでの業務量があふれた時にも日本
語で緊急対応できる事務所」(同)と
位置付けている。

　サイバーテックの橋元賢次社長は
大阪出身だが「親から独立した生活
をしたくて」(同)既に合格していた
関西大学工学部への進学ではなく、
地方の愛媛大学工学部を選択した｡
「30周年に向けて、ＩＴベンダーと
して当社の創業理念である『ＩＴに
よる社会貢献』を改めて掲げたい。
さらにコミュニケーションを重視し
続け誰からも愛される会社になりた
い」というのが橋元社長の目標。
　サイバーテックでは各種ドキュメ
ントのデファクトスタンダードで
あるＸＭＬに黎明期から携わり、
2007年 11月にはＸＭＬデータベー
ス製品「NeoCore」事業を三井物産
セキュアディレクション社から取得
した。そして2013年10月、多言語
のマニュアルやコンテンツなどのド
キュメントをデータベース化(ワン
ソース)し、ＰＤＦ、Ｗｅｂ配信デー
タ、MS WORDなどを同時に出力(マ
ルチユース)できるＣＭＳ(コンテン
ツ管理システム)「Publish MakerX」
をリリースしている。
(アジア・ビジネスライター　松田 健)
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